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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第143期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第144期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第143期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

営業収入（千円） 9,185,3949,544,68340,021,579

経常利益（千円） 169,763 474,0621,367,284

四半期（当期）純利益（千円） 85,255 271,904 985,071

純資産額（千円） 11,337,23512,370,71512,360,203

総資産額（千円） 25,280,57625,746,15226,179,932

１株当たり純資産額（円） 391.87 426.33 426.04

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 2.95 9.41 34.10

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 44.8 47.8 47.0

営業活動による
キャッシュ・フロー（千円）

△267,178 671,276△1,183,466

投資活動による
キャッシュ・フロー（千円）

△573,558△433,845△197,556

財務活動による
キャッシュ・フロー（千円）

702,567△641,345 558,769

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 2,763,9581,680,4102,077,360

従業員数（人） 1,087 1,006 1,016

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収入には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 1,006(126)

（注）従業員は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

    を含む）であります。臨時雇用者数（派遣社員を含む）については、当第１四半期連結会計期間の平均人数を

 　（　）外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 295  (55)

　（注）従業員は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む）であります。

　　　臨時雇用者数（派遣社員を含む）については、当第１四半期会計期間の平均人数を（　）外数で記載しておりま　

　　　す。　　　　　　　　　
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第２【事業の状況】

１【営業の状況】

営業実績

　当第１四半期連結会計期間の営業実績は、次のとおりであります。

(イ）営業収入

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　
前年同四半期比（％）　

　

港湾事業（千円） 3,732,801 18.2

物流事業（千円） 3,059,699 △4.9

プラント事業（千円） 2,682,767 △0.8

不動産・その他事業（千円） 69,415 △35.0

計（千円） 9,544,683 3.9

　（注）１．セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(ロ）主要顧客別営業状況

相 手 先

前第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

金　　　額（千円） 割　　　合（％） 金　　　額（千円） 割　　　合（％）

㈱商船三井 1,571,937 17.1 1,725,857 18.1

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１）業績の状況

　当第1四半期連結会計期間における世界経済は、欧州経済が金融不安による先行きの不透明感を含みつつ推移したも

のの、各国の景気刺激策等の効果により中国・インド等のアジアを中心として全般に緩やかに回復してまいりまし

た。わが国につきましても雇用情勢に厳しさがあるものの輸出は増加を続け企業収益も改善するなど自律的回復基調

を示し始めております。このような環境の下、当社ではグループの総力をあげて営業活動を展開した結果、セグメント

別の業績は次のとおりとなりました。

　

上段：営業収入　下段：営業損益                                                              　（百万円）

セグメントの状況

前第１四半期連結会計期間

（自　平成21年４月１日

至　平成21年６月30日）

　当第1四半期連結会計期間

（自　平成22年４月１日

至　平成22年６月30日）

増減額 増減率

　港湾事業　
3,157 3,732 574 18%　

△28 216 245 － 　

　物流事業　
3,216 3,059 △156 △5%　

67 77 9 15%　

　プラント事業
2,704 2,682 △21 △1%　

95 132 37 39%　

　不動産その他事業
106 69 △37 △35%　

31 △0 △31 　△101%

　

①港湾事業

　当社港湾事業の基盤である京浜港は世界景気の回復を背景に荷動きは昨年度第２四半期より増加傾向で推移し回復

基調も安定的なものとなってまいりました。当社の取り扱いにつきましても京浜港の荷動きの回復を受け、コンテナ、

車輌・建設機械のいずれにおいても順調に増加を続けており、営業収入・営業利益ともに前年同期に比べ大きく増加

いたしました。

②物流事業

　物流事業につきましては、京浜港における貿易量の回復を背景として輸出入貨物の取扱は復調傾向を維持しつつ順

調に推移いたしましたが、海上輸送関連収入が当連結会計期間に予定されていた大型案件が遅延したこと等により前

年同期に比べ低調で推移したこと等から営業収入は前年同期比減収となりましたものの、営業利益はコスト削減等の

効果により前年同期比増益となりました。

　

③プラント事業

　国内においては民間設備投資の減少は下げ止まったものの公共投資は低調に推移、シンガポールにおいても石油化

学関連投資が一段落するなど厳しい事業環境が続いておりますが、国内外において電力関連およびその他一般工事の

各分野で広く受注に努めたこと及び国内およびシンガポールにおいて施工中の大型プラント工事が順調に推移した

ことから、営業収入はほぼ前年同期並みとなりましたが営業利益は増益となりました。

　

④不動産・その他事業

　前年において賃貸用事務所ビルのテナントの一部が退去し新規テナントの誘致に努めましたが、オフィス需要が改

善せず減収減益となりました。　
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は16億８千万円となり、前連結会計年度末から　３

億９千６百万円減少いたしました。

　営業活動によるキャッシュ・フローは６億７千１百万円の収入（前年同期は２億６千７百万円の支出）となりまし

た。主なプラス要因は、税金等調整前四半期純利益４億５千５百万円、減価償却費２億２千７百万円及び営業債務の増

加額16億９百万円であり、主なマイナス要因は、営業債権の増加額17億３千９百万円であります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは４億３千３百万円の支出（前年同期は５億７千３百万円の支出）となりまし

た。主なプラス要因は、貸付金の回収による収入１億２千万円であり、主なマイナス要因は、有形固定資産の取得によ

る支出２億１千５百万円及び貸付けによる支出３億６千３百万円であります。

　財務活動によるキャッシュ・フローは６億４千１百万円の支出（前年同期は７億２百万円の収入）となりました。

主なプラス要因は、長期借入れによる収入１億３千５百万円であり、主なマイナス要因は、短期借入金の純減少額及び

長期借入金の返済による支出６億６千５百万円であります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につ

いて、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 96,000,000

計 96,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成22年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成22年８月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 29,106,000 29,106,000
東京証券取引所

（市場第一部）

 単元株式数

 100株

計 29,106,000 29,106,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数
（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成22年4月1日～

平成22年6月30日
－ 29,106,000 － 1,455,300 － 330,659

（６）【大株主の状況】

  大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。　
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（７）【議決権の状況】

  当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年3月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成22年6月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式     217,700 － －

完全議決権株式（その他）  普通株式  28,876,900 288,769 －

単元未満株式  普通株式      11,400 －
1単元（100株）未満の　　

　株式

発行済株式総数 29,106,000 － －

総株主の議決権 － 288,769 －

 

②【自己株式等】

 平成22年6月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　株式会社宇徳
神奈川県横浜市中区弁天

通6-85
217,700－ 217,700 0.75

計 － 217,700－ 217,700 0.75

　　　　　（注）当第１四半期会計期間において、上記の他、買取請求により自己株式76株を取得しております。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５　月 ６　月

最高（円） 290 282 264

最低（円） 263 228 230

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表についてはあずさ監査法人による四半期レビューを受け、また、当第１四半期連結会計期間（平成22

年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人となっ

ております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,680,410 2,077,360

受取手形及び営業未収入金 9,658,963 8,492,827

貯蔵品 8,648 9,019

繰延税金資産 341,121 256,174

その他 745,099 1,933,579

貸倒引当金 △24,809 △23,376

流動資産合計 12,409,433 12,745,585

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,164,502 5,271,907

機械装置及び運搬具（純額） 652,827 549,119

工具、器具及び備品（純額） 108,406 116,112

土地 2,639,825 2,605,385

リース資産（純額） 273,608 264,784

建設仮勘定 134,057 40,857

有形固定資産合計 ※1
 8,973,227

※1
 8,848,166

無形固定資産

その他 1,240,697 1,244,514

無形固定資産合計 1,240,697 1,244,514

投資その他の資産

投資有価証券 1,294,227 1,593,822

繰延税金資産 741,689 676,269

その他 1,089,761 1,095,156

貸倒引当金 △2,885 △23,581

投資その他の資産合計 3,122,793 3,341,666

固定資産合計 13,336,718 13,434,347

資産合計 25,746,152 26,179,932
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 3,698,222 3,523,145

短期借入金 2,622,486 3,041,336

1年内返済予定の長期借入金 761,296 836,296

リース債務 84,253 78,341

未払法人税等 358,807 207,229

未払消費税等 13,545 13,015

繰延税金負債 1,008 1,536

未払費用 213,934 294,344

賞与引当金 183,319 436,503

役員賞与引当金 6,200 21,714

資産除去債務 6,199 －

その他 1,162,976 1,045,680

流動負債合計 9,112,250 9,499,143

固定負債

長期借入金 1,291,040 1,325,040

リース債務 207,907 203,001

繰延税金負債 23,296 22,972

退職給付引当金 2,410,155 2,435,517

役員退職慰労引当金 127,802 146,725

資産除去債務 25,721 －

その他 177,263 187,329

固定負債合計 4,263,186 4,320,585

負債合計 13,375,437 13,819,729

純資産の部

株主資本

資本金 1,455,300 1,455,300

資本剰余金 330,693 330,693

利益剰余金 10,343,768 10,187,416

自己株式 △33,656 △33,638

株主資本合計 12,096,104 11,939,772

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 343,121 523,795

為替換算調整勘定 △123,409 △156,158

評価・換算差額等合計 219,712 367,637

少数株主持分 54,897 52,793

純資産合計 12,370,715 12,360,203

負債純資産合計 25,746,152 26,179,932
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業収入 9,185,394 9,544,683

営業費用 7,710,985 7,785,690

営業総利益 1,474,408 1,758,993

販売費及び一般管理費 ※
 1,308,815

※
 1,332,714

営業利益 165,593 426,278

営業外収益

受取利息 1,477 4,029

受取配当金 7,103 12,945

負ののれん償却額 5,442 －

持分法による投資利益 － 3,468

その他 18,094 47,690

営業外収益合計 32,117 68,133

営業外費用

支払利息 15,290 15,912

持分法による投資損失 4,127 －

その他 8,529 4,437

営業外費用合計 27,947 20,350

経常利益 169,763 474,062

特別利益

固定資産売却益 4,387 86

特別利益合計 4,387 86

特別損失

固定資産除売却損 632 7,192

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 11,260

特別損失合計 632 18,453

税金等調整前四半期純利益 173,517 455,695

法人税、住民税及び事業税 154,600 215,767

法人税等調整額 △66,338 △31,976

法人税等合計 88,262 183,791

少数株主損益調整前四半期純利益 － 271,904

四半期純利益 85,255 271,904
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 173,517 455,695

減価償却費 232,289 227,190

負ののれん償却額 △5,442 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △79,648 △26,038

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △16,989 △18,922

賞与引当金の増減額（△は減少） △406,228 △253,184

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △41,612 △15,514

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,516 △19,262

受取利息及び受取配当金 △8,580 △16,975

支払利息 15,290 15,912

持分法による投資損益（△は益） 4,127 △3,468

固定資産除売却損益（△は益） △3,755 7,106

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 11,260

営業債権の増減額（△は増加） △513,133 △1,739,385

営業債務の増減額（△は減少） 297,022 1,609,608

未払消費税等の増減額（△は減少） 36,726 529

その他の資産の増減額（△は増加） △115,961 △18,434

その他の負債の増減額（△は減少） 413,282 512,669

その他 △1,072 1,575

小計 △18,649 730,361

利息及び配当金の受取額 8,013 25,889

利息の支払額 △13,870 △11,062

法人税等の支払額 △242,671 △73,911

営業活動によるキャッシュ・フロー △267,178 671,276

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △353,188 △215,347

有形固定資産の売却による収入 10,956 322

投資有価証券の取得による支出 △200,000 －

定期預金の払戻による収入 5,528 －

貸付けによる支出 △47,319 △363,595

貸付金の回収による収入 6,672 120,590

その他の支出 △1,650 △12,185

その他の収入 5,442 36,369

投資活動によるキャッシュ・フロー △573,558 △433,845
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 988,544 △421,975

長期借入れによる収入 200,000 135,000

長期借入金の返済による支出 △293,500 △244,000

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △11,659 △19,823

配当金の支払額 △180,817 △90,527

その他 － △18

財務活動によるキャッシュ・フロー 702,567 △641,345

現金及び現金同等物に係る換算差額 13,965 6,964

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △124,203 △396,949

現金及び現金同等物の期首残高 2,888,162 2,077,360

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,763,958

※
 1,680,410
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 (1)　資産除去債務に関する会計基準の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計

基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産

除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

に与える影響は軽微であります。

(2)「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計

処理に関する当面の取扱い」の適用

　　当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」

（企業会計基準第16号　平成20年３月10日公表分）及び「持分

法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応

報告第24号　平成20年３月10日）を適用しております。

　　これによる経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影

響はありません。

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項

目を重要なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性に関しては、前連結会計年度末の検討におい

て使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに、前連結会計年度

末からの重要な一時差異の変動を加味したものを使用する方法によって

おります。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、18,792,904千円

であります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、18,578,080千円

であります。

　２．保証債務

次の会社の金融機関借入金について保証をしており

ます。

㈱ワールド流通センター 757,700千円

㈱ワールド流通センターに対する保証債務金額は、

当社負担金額を記載しており、他社負担額を含めた連

帯保証債務総額は、16,235,900千円であります。

　２．保証債務

次の会社の金融機関借入金について保証をしており

ます。

㈱ワールド流通センター 783,800千円

㈱ワールド流通センターに対する保証債務金額は、

当社負担金額を記載しており、他社負担額を含めた連

帯保証債務総額は、16,796,800千円であります。

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料 560,765 千円

賞与引当金繰入額 91,221 千円

役員賞与引当金繰入額 9,537 千円

退職給付費用 46,486 千円

役員退職慰労引当金繰入額 16,262 千円

減価償却費 23,876 千円

貸倒引当金繰入額 － 千円

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料 556,347 千円

賞与引当金繰入額 104,556 千円

役員賞与引当金繰入額 6,200 千円

退職給付費用 56,770 千円

役員退職慰労引当金繰入額 19,318 千円

減価償却費 25,658 千円

貸倒引当金繰入額 11,397 千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在） （平成22年６月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 2,763,958

預入期間が３か月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 2,763,958

 

 （千円）

現金及び預金勘定 1,680,410

預入期間が３か月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 1,680,410

 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年

６月30日）

　１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 29,106千株

　２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 217千株

　３．配当に関する事項

 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式

115,552　　　　

　　
4.0 平成22年３月31日 平成22年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　
港湾事業
(千円)

物流事業
(千円)

プラント事業
(千円)

不動産・その
他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

営業収入        

(1）外部顧客に対する営業

収入
3,157,8433,216,3302,704,349106,8719,185,394 － 9,185,394

(2）セグメント間の内部営

業収入又は振替高
154,061 97,130 6,018 28,536 285,746(285,746) －

計 3,311,9043,313,461　　 2,710,367135,4079,471,141(285,746)9,185,394

営業利益又は営業損失

（△）
△28,292 67,180 95,319 31,387 165,593 － 165,593

　（注）１．事業区分の方法：事業区分は連結会社の事業活動における業務の種類・性質及び役務の提供方法の類似性を

勘案し、区分しております。

２．各事業区分に属する主要な内容

港湾事業　　　　　：港湾荷役作業、ターミナル作業、港湾関連作業

物流事業　　　　　：物流貨物の輸送及び取扱業、貨物保管荷捌及び取扱業

プラント事業　　　：大型機械等の輸送据付、保繕作業、構内作業

不動産・その他事業：不動産賃貸業及びその他事業

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

米国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

営業収入       

(1）外部顧客に対する営業収入 7,704,5001,404,30776,5869,185,394 － 9,185,394

(2）セグメント間の内部営業収入又は

振替高
165,088 4,381 12,755 182,224(182,224) －

計 7,869,5881,408,68889,3419,367,618(182,224)9,185,394

営業利益又は営業損失（△） 99,701 69,411 △3,519 165,593 － 165,593

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度によって区分しております。

　　　  ２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

　　　　　　アジア　……　シンガポール、タイ、マレーシア　　

　　　　　　米国　　……　米国　　　

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）
 アジア 米国 計

Ⅰ　海外営業収入　（千円） 1,404,307 76,586 1,480,894

Ⅱ　連結営業収入　（千円） － － 9,185,394

Ⅲ　連結営業収入に占める海外営業収入の割
合　（％）

15.3　 0.8　 16.1　

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度によって区分しております。

　　　　２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

　アジア　……　シンガポール、タイ、マレーシア

　米国　　……　米国

　　　　３．海外営業収入は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における営業収入であります。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、当社及び連結子会社の構成単位に分類された財務諸表に基づき、事業活動別のセグメントから構

成され、「港湾事業」、「物流事業」、「プラント事業」及び「不動産・その他事業」の４つを報告セグメントとして

おります。

「港湾事業」は、港湾荷役作業、ターミナル作業及び港湾関連作業を行っております。「物流事業」は、物流貨物の

輸送及び取扱業、貨物保管荷捌及び取扱業を行っております。「プラント事業」は、大型機械等の輸送据付、保繕作業

及び構内作業を行っております。「不動産・その他事業」は、不動産賃貸業及びその他事業を行っております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）

　 （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 港湾事業 物流事業
プラント　
事業

不動産　　そ
の他事業

計

営業収入        

外部顧客への営業収入 3,732,8013,059,6992,682,76769,4159,544,683 － 9,544,683

セグメント間の内部営
業収入又は振替高

148,956105,456 1,300 23,210 278,923(278,923) －

計 3,881,7573,165,1552,684,06792,6259,823,607(278,923)9,544,683

セグメント利益　　　又は

損失（△）
229,92583,859159,134 △103 472,816 1,246 474,062

（注）１．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社収益及び全社費用1,246千円が含

まれております。

      ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

（追加情報）

　当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３

月21日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 426.33円 １株当たり純資産額 426.04円

２．１株当たり四半期純利益金額等

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額  2.95円  9.41円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額

　なお、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額については、潜在株

式が存在しないため記載しておりま

せん。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額については、潜在株

式が存在しないため記載しておりま

せん。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 85,255 271,904

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 85,255 271,904

期中平均株式数（千株） 28,888 28,888

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月14日

株式会社宇徳

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 浜村　和則　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 秋山　茂盛　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社宇徳の平成

21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月

30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社宇徳及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態並びに

同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月13日

株式会社宇徳

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 浜村　和則　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 秋山　茂盛　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社宇徳の平成

22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月

30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社宇徳及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政状態並びに

同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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